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JABS・建築雑誌
J o u r n a l  o f  A r c h i t e c t u r e  a n d  B u i l d i n g  S c i e n c e

主催　日本建築学会関東支部
後援　江東区、日本建築家協会、東京建築士会、東京都建築士事務
所協会

　「美しい」「美しく」とは？̶「人に対して魅力的であるとい
うこと、人を惹きつける、行ってみたくなる、そこに居たくなる、
住みたくなるような所。単になんとなくきれいである、というので
はなく、きれいであって、健康で、活気がある、または気持ちが和
む、落ち着くなど、さまざまな要素をもたなければならない」。美
しい環境･景観は与えられるものではない。市民･住民の不断の努
力によってつくり上げられるものである。「美しくまちをつくる、
むらをつくる」というテーマは、市民の側に主体的に美しいまち･
むらをつくるという意識をもってもらいたいという意味を込めてい
る。市民にそのような意識をもってもらうためには、デザインによっ
てまちやむらはどのように美しくつくられるかが示されなければな
らない。これを示し得るのは、建築･都市デザイナー、建築家、建
築士などデザインの専門家およびそれを目指す学生諸君であろう。
　本提案競技は、以上の主旨のように、デザインの持つ力、重要性
を社会に対して示す場を設けようとするもので、建築･都市デザイ
ナー、建築家、建築士、学生を対象にした美しいまちづくり･むら
づくりのデザインコンペティションを内容とした、関東支部継続事
業の第11回である。ふるって参加をお願いしたい。

応募規定
❶テーマ：「住んでみたい　行ってみたい　江東区･東京湾岸のまち
づくり」
　魅力的なまちづくりの計画案を提出してください。江東区では、
平成10年に作成した「江東区都市計画マスタープラン」を見直し、
概ね20年後の江東区のまちづくりの指針として新たな都市計画マ
スタープランへの改訂作業が進行しております。必ずしも提案の実
現性にはこだわりませんが、今後の江東区のまちづくりに参考にな
るような具体的かつ説得力のある提案を望みます。
　今回、第11回目を迎えるこの提案競技の対象地は、東京湾岸域
地区全体といたします。また、区からの要望も踏まえ推奨対象候補
地区は、豊洲･潮見･塩浜･枝川･東雲･新木場･辰巳の7地区とします。
これらの地区は、旧来の住工混在地区と新しい開発地区とが共存す
る中で様々な都市問題も顕在化しております。これらの地区が今後
どの様に変わるのか。すなわちどのように変わることが望ましいの
か。どのような整備･開発方針が求められるのか等、提案者自身が
具体的地区を設定して新しい江東区の将来像をデザインしてくださ
い。運河、河川、水辺、親水性、散策、コミュニティ、防災、緑地、
自然、歴史的遺産等、さまざまなキーワードが考えられますが、江
東区では多元的な地域の価値を醸成してゆく必要が生じており、こ
うした状況を踏まえたまちづくりの提案を求めます。よって、個別

の提案やいくつかの地区にまたがる提案でも構いません。計画範囲
は自由に設定してください。多くの人々がそこに住んでみたいと感
じるような、そしてそこへ行ってみたいと思うような、景観的にも
美しいまちづくりの提案を期待いたします。

❷江東区の概要
　江東区は江戸時代までは東京湾に注ぐ河川のデルタ地帯でした
が、江戸時代初期から埋め立てが始まり、深川地区、木場地区など
が生まれ臨海部市街地を形成し、明治以降も埋め立ては進み水運を
利用した東京都の臨海工業地帯として発展してきました。昭和22
年には深川･城東の2区が合併し、現在の江東区が生まれました。
現在の江東区は、水に恵まれた自然的特性を活かしながら「みんな
でつくる伝統、未来　水彩都市･江東」を目指して発展しています。
国際都市東京の中にあって、人々が憩い集う、楽しく美しいウオー
ターフロント性のある都市景観づくりは江東区自身から発信してい
く必要があります。したがって、東京湾岸域のかけがえのないこの
都市財産を次代に向けてよりよく継承していくためにも、夢と活力
のあるまちづくりが求められることは言うまでもありません。
〇 江東区役所のHPアドレス　http://www.city.koto.lg.jp/

❸要求図面等　A1版用紙（591×841㎜）　2枚に提案

❹応募資格　特になし（会員外でも可能）

❺応募登録　応募登録申込書に、必要事項（氏名、会員番号、所属、
連絡先住所、電話番号）を記入のうえ、2009年10月2日（金）ま
でに日本建築学会関東支部事務局まで郵送してください（消印有
効）。なお登録料（郵便為替）を同封してください。登録者には、
江東区に関する資料を送付します。登録料は1点につき、会員2,000
円、会員外3,000円です。郵便為替を郵便局で購入し、受取人に日
本建築学会関東支部と記入して同封してください。

❻作品提出　郵送または宅配便により、日本建築学会関東支部宛に
10月2日（金）までに送付してください（消印有効）。応募登録申
込書に必要事項記入し、封筒に密封して作品の裏にはがせるように
貼り付けてください。作品中には、作成者が推測できるマーク等を
表示しないでください。

❼全体スケジュール
･応募登録受付：2009年7月13日（月）～10月2日（金）
･現地説明会：2009年8月1日（土）別途、事前申込みと参加費が
必要になります。江東区役所前12:30集合→現地説明会＋周辺地
区見学、その後第13回リレー見学会･シンポジウムを開催します。
現地説明会の詳細は本誌次号掲載の「第13回リレー見学会･シンポ
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ジウム」をご覧ください。
･応募作品受付：2009年9月28日（月）～10月2日（金）
･入賞者発表：2009年10月下旬頃
･表彰式：2009年11月14日（土）
･入賞作品展示会：2009年11月9日（月）～14日（土）

❽審査委員会
･審査委員長：江東区都市計画マスタープラン策定会議委員を予定
･審査委員：新宮清志（日本建築学会関東支部長、日本大学理工学
部海洋建築工学科教授）
･審査委員： 岡田智秀（日本大学理工学部海洋建築工学科専任講師）
･審査委員： 梅田幸司（江東区都市整備部長）
･審査委員： 未定

❾賞
･最優秀賞：1点（賞状、副賞30万円）
･優秀賞：3点（賞状、副賞5万円）
･江東区長賞：2点（賞状、記念品）

❿著作権　応募作品に関する著作権は各応募者に帰属しますが、主
催者･共催者は本提案競技の趣旨に照らして、応募作品の公表等を
する権利を使用することができるものとします。

⓫作品の返却　返却希望する方は、関東支部事務局までお越しくだ
さい。なお、表彰式終了後、3カ月を経過したものは処分いたします。

応募登録･作品提出･問合せ
日本建築学会関東支部
〒108-8414 港区芝5丁目26番20号
TEL03-3456-2050
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●共同制作者が複数の場合は別紙に記入してください。
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